
王
陽

明
の
「
良
知
」
の
再
検
討

孫
　
路
易

は

じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
の
王
陽
明
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
思
想
研
究
に
お
い
て
は
、
陽
明
思
想
の
基
幹
概
念
「
良
知
」
は
、
人
間
だ
け
に

備
わ

る
、
宇
宙
の
根
本
的
原
理
・
原
則
そ
の
も
の
で
あ
り
、
直
感
的
な
是
非
善
悪
の
判
断
能
力
で
あ
り
、
強
い
主
体
性
・
能
動
性
を
有

す

る
先
天
的
理
性
で
あ
り
、
善
悪
を
越
え
た
絶
対
善
的
存
在
で
あ
る
と
の
認
識
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
は
一
つ
問
題
が
存
す
る
。
つ
ま
り
、
陽
明
の
い
う
「
良
知
」
は
人
間
だ
け
が
有
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
ら
ゆ

る
物
が
皆
「
良
知
」
を
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
今
更
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
問
題
視
す
る
こ
と
自
体
問
題
が
あ
る
と
陽
明

学

者
た
ち
に
一
蹴
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
素
朴
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
陽
明
思
想
の
核
心
に
迫
る
問
題
だ
と
思

わ

れ

る
。
つ
ま
り
、
「
良
知
」
は
「
天
理
」
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
あ
ら
ゆ
る
物
は
「
天
理
」
を
有
す
る
。
す
る
と
、
あ
ら
ゆ

る
物
も
「
良
知
」
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
物
に
直
感
的
な
是
非
善
悪
の
判
断
能
力
や
強
い
主
体
性
・
能
動
性
を

有
す

る
先
天
的
理
性
が
あ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
従
っ
て
、
陽
明
に
お
い
て
、
も
し
あ
ら
ゆ
る
物
に
「
良
知
」
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
良
知
」
と
は
何
か
、
そ
し
て
人
間
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に

お

け
る
「
良
知
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
龍

場
以
後
の
陽
明
思
想
の
内
容
に
変
化
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
異
見
が
存
す
る
が
、
本
論
で
は
、
陽
明
晩
年
（
四
九
才
以
降
）

の

言
論

を
基
準
に
し
て
そ
れ
以
前
の
言
論
と
比
較
し
つ
つ
、
陽
明
の
「
良
知
」
概
念
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
。

一

、
「
気
」
と
「
良
知
」

　
王

陽
明

に

お

い

て

は

万

物
一
体
で
あ
る
。
こ
の
「
一
体
」
と
は
、
「
只
だ
こ
の
一
気
を
同
じ
く
す
る
が
た
め
に
」
（
『
伝
習
録
』
下

「
黄

省
曽
録
」
、
『
全
集
』
一
〇
七
頁
。
五
一
～
五
六
才
）
と
い
う
よ
う
に
、
人
間
や
自
然
界
の
す
べ
て
の
物
は
皆
同
一
の
「
気
」
で

獲
・
れ
て
い
る
と
い
三
と
で
あ
る
．
つ
ま
・
、
「
気
ご
人
間
や
万
物
を
構
成
す
る
物
質
的
な
質
料
で
あ
る
．
・
か
・
、
・
の
＆

「
気
」
は
、
単
な
る
質
料
に
止
ま
ら
ず
、
「
陽
の
生
」
「
陰
の
生
」
「
陰
陽
は
一
気
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
陸
原
静
書
」
二
、
『
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ

集
』
六
四
頁
。
五
三
才
以
降
）
と
い
う
よ
う
に
、
生
命
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
陰
の
生
」
は
「
常
体
は
易
ら
ず
」
（
「
静
」
）
と

い

う
に
対
し
て
、
「
陽
の
生
」
は
「
妙
用
は
息
む
こ
と
無
く
」
（
「
動
」
）
と
い
う
（
同
上
）
。
「
気
」
は
「
動
静
」
の
両
面
を
有
し
、
こ

の

両
面

が

と
も
に
生
命
力
を
維
持
し
て
い
る
。

　
自
然
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
「
気
」
の
「
動
静
」
の
両
面
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
体
を
保
ち
な
が
ら
、
こ

れ
に

よ
っ
て
自
然
界
全
体
が
一
つ
の
生
命
体
を
構
成
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
王
陽
明
に
お
い
て
は
、
人
間
が
生
命
維
持
を
な
す
「
陽

の

生
」
「
陰
の
生
」
の
「
動
静
」
の
両
面
を
有
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
も
そ
の
形
体
を
維
持
す
る
「
動
静
」

の

両
面
を
有
す
る
。



　
人

間
に
お
け
る
、
「
妙
用
」
と
し
て
の
「
動
」
の
側
面
は
、

　
　
讐
之
一
人
之
身
、
目
視
、
耳
聴
、
手
持
、
足
行
、
以
済
一
身
之
用
。
目
不
恥
其
無
聡
、
而
耳
之
所
渉
、
目
必
営
焉
、
足
不
恥
其

　
　
無
執
、
而
手
之
所
探
、
足
必
前
焉
。
蓋
其
元
気
充
周
、
血
脈
條
暢
、
是
以
痒
病
呼
吸
、
感
触
神
応
、
有
不
言
而
喩
之
妙
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
伝

習
録
』
中
「
答
顧
東
橋
書
」
、
『
全
集
』
五
五
頁
。
五
四
才
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
身
体
の
各
器
官
の
連
続
的
で
極
め
て
調
和
的
な
動
き
を
指
す
（
「
有
不
言
而
喩
之
妙
」
は
即
ち
「
妙
用
」
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
常
体
」
の
「
静
」
の
側
面
は
、
「
寂
然
不
動
の
本
体
」
と
し
て
の
「
良
知
」
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
陸
原
静
書
」

二
、
『
全
集
』
六
二
頁
。
五
三
才
以
降
）
を
指
す
。
重
要
な
の
は
「
本
体
」
の
二
字
で
あ
る
。
こ
の
「
本
体
」
は
、
「
良
知
と
は
、
心

の

本
体
」
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
陸
原
静
書
」
、
『
全
集
』
六
一
頁
。
五
三
才
）
と
い
う
よ
う
に
、
即
ち
「
心
の
本
体
」
の
意
で
あ
る
。

「
心
の

本
体
・
と
し
て
の
「
良
知
・
は
「
気
・
の
「
静
」
の
側
面
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
捗

　
一
方
、
「
良
知
」
は
流
動
的
な
働
き
を
す
る
と
思
わ
せ
る

　
　
夫
良
知
一
也
、
以
其
妙
用
而
言
謂
之
神
、
以
其
流
行
而
言
謂
之
気
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
陸
原
静
書
」
一
、
『
全
集
』
六
二
頁
。
五
三
才
）

の

一
文
が
あ
る
。
こ
の
文
だ
け
を
み
れ
ば
、
「
良
知
」
に
は
流
動
す
る
働
き
の
面
が
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
し
か

し
、　

　
蓋

日
用
之
間
、
見
聞
酬
酢
、
難
千
頭
万
緒
、
莫
非
良
知
之
発
用
流
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
微
陽
崇
一
」
、
『
全
集
』
七
一
頁
。
五
五
才
）

と
い
う
文
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
「
流
行
」
は
人
間
の
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
指
す
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
良
知
」
の
発
用



で

あ
る
。
つ
ま
り
、
「
良
知
」
の
発
用
の
部
分
を
「
流
行
」
と
し
て
「
気
」
と
い
う
。
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
（
「
妙
用
」
や
「
流

行
」
）
は
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
（
「
常
体
」
や
「
良
知
」
）
の
発
用
で
あ
る
と
い
う
「
気
」
の
「
動
静
」
の
両
面
の
関
係
を
示
し

て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
だ

か

ら
、
王
陽
明
に
お
い
て
は
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
は
「
気
」
で
構
成
さ
れ
、
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
の
発
用
が
「
気
」

の

「
動
」
の
側
面
で
あ
る
と
い
う
関
係
を
持
つ
「
気
」
の
「
動
静
」
の
両
面
の
働
き
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
生
命
体
が
維
持
さ
れ

る
。
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
は
「
本
体
」
と
し
て
の
「
良
知
」
で
あ
る
か
ら
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
は
「
良
知
」
を
有
す
る
と

い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
気
」
が
物
質
的
な
概
念
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
「
良
知
」
は
物
質
的
な
概
念
に
な
る
。

　
以
上

は

陽
明
の
晩
年
の
存
在
論
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
以
前
は
如
何
な
る
存
在
論
を
説
い
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
自
然
界
（
天
地
）
に
お
け
る
「
気
」
は
や
む
こ
と
な
く
絶
え
ず
運
動
す
る
が
、
そ
の
運
動
は
「
主
宰
」
に
よ
っ
て
調
和
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

で

あ
り
、
「
主
宰
」
は
「
常
定
」
で
あ
る
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
三
〇
頁
）
。
人
間
で
は
こ
の
「
常
定
」
の
「
主
宰
」
を
得
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
命
が
維
持
さ
れ
る
。

　

「
主

宰
常

定
」
と
は
、
「
定
は
心
の
本
体
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
一
六
頁
）
「
心
の
本
体
は
も
と
自
ら
動
か
ず
」
（
『
伝
習

録
』
上
、
『
全
集
』
二
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
主
宰
」
は
動
か
な
い
状
態
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
主
宰
」
は
即
ち
「
心
の

本
体
」
で
あ
る
。

　

「
心
の

本
体
」
と
し
て
の
「
主
宰
」
は
即
ち
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
で
あ
る
。

　
　
性
一
而
已
、
自
其
形
体
也
謂
天
、
主
宰
也
謂
帝
、
流
行
也
謂
命
、
賦
於
人
也
謂
之
性
、
主
於
身
也
謂
之
心
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
伝

習
録
』
上
、
『
全
集
』
一
五
頁
）



と
あ
る
。
「
心
の
本
体
は
即
ち
こ
れ
性
」
「
性
は
も
と
も
と
動
か
ず
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
二
四
頁
）
と
い
う
表
現
を
見
れ
ば
、

こ
の
「
性
は
一
の
み
」
と
前
引
の
「
良
知
は
一
な
り
」
は
同
義
で
あ
る
。
「
主
宰
」
は
「
心
の
本
体
」
で
あ
る
か
ら
、
「
性
」
そ
の
も

の

で

あ
る
。
「
流
行
」
も
「
性
」
で
あ
る
が
、
「
流
行
を
気
と
為
し
」
「
妙
用
を
神
と
為
す
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
一
九
頁
）
と

も
い
う
よ
う
に
、
「
性
」
の
「
流
行
」
つ
ま
り
「
主
宰
」
の
「
流
行
」
は
「
気
」
で
あ
る
。
前
述
の
「
良
知
」
の
発
用
は
「
流
行
」

と
し
て
「
気
」
と
称
す
る
と
い
う
こ
と
を
連
想
す
れ
ば
、
「
主
宰
」
は
「
良
知
」
と
同
様
、
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
　
日
間
有
事
無
事
、
皆
是
此
気
翁
聚
発
生
慮
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
一
七
頁
）

と
も
い
う
よ
う
に
、
人
間
の
日
常
の
様
々
な
活
動
は
皆
「
気
」
の
運
動
発
生
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
気
翁
聚
発
生
慮
」
と
い
う
表

現
は

「
流

行
」
と
し
て
の
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　
だ

か

ら
、
「
心
の
本
体
」
と
し
て
の
「
主
宰
」
は
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
で
あ
り
、
人
間
の
、
身
体
の
動
き
や
日
常
の
活
動
は

「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
で
あ
る
。
こ
の
「
気
」
の
「
動
静
」
の
両
面
が
人
間
の
生
命
体
を
維
持
し
て
い
る
。
広
く
言
え
ば
、
自
然

界
の
あ
ら
ゆ
る
物
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
「
気
」
の
「
動
静
」
の
両
面
で
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
形
体
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
界
全

体

が
一
つ
の
生
命
体
と
し
て
存
在
す
る
。

　
か

か

る
存
在
論
は
晩
年
の
存
在
論
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
晩
年
の
理
論
は
比
較
的
に
よ
り
細
か
く
よ
り
明
確

で

あ
る
。
「
「
生
、
こ
れ
性
と
謂
う
」
、
「
生
」
の
字
は
即
ち
こ
れ
気
の
字
、
猶
お
気
は
即
ち
こ
れ
性
な
り
と
言
う
が
ご
と
し
」
（
『
伝
習

録
』
中
「
啓
間
道
通
書
」
、
『
全
集
』
六
一
頁
。
五
三
才
）
と
晩
年
の
陽
明
は
い
う
。
「
性
即
理
」
「
心
即
理
」
と
い
う
彼
の
理
論
か
ら

推
せ
ば
、
「
気
即
理
」
「
気
即
心
」
に
も
な
る
。
以
上
の
陽
明
の
存
在
論
を
見
れ
ば
、
こ
の
理
論
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

一 71一



「
気
」
で
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
晩
年
に
い
う
「
良
知
」

知
」
と
「
主
宰
」
は
と
も
に
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　

二
、
「
心
」
と
「
意
」
と
「
良
知
」

は

即

ち
そ
れ
以
前
に
い
う
「
主
宰
」
で
あ
り
、
「
良

　
陽

明
は
晩
年
に
自
説
を
「
無
善
無
悪
心
之
体
、
有
善
有
悪
意
之
動
、
知
善
知
悪
是
良
知
、
為
善
去
悪
是
格
物
」
の
四
句
で
総
括
し

た
。
世
間
で
は
こ
れ
を
四
言
教
と
称
す
る
。
こ
の
四
言
教
は
本
当
に
陽
明
が
言
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
異
見
が
あ
る
が
、

現
在

で

は

陽
明
の
発
言
と
す
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
四
句
を
↓
体
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
陽
明
学
に

お

け
る
最
大
の
問
題
で
も
あ
る
。

　

「
心
の

体
」
は
即
ち
「
心
の
本
体
」
で
あ
り
、
「
良
知
」
で
あ
る
。
「
良
知
」
は
、
①
「
学
ぶ
こ
と
を
待
た
ず
し
て
有
り
、
慮
う
こ

と
を
待
た
ず
し
て
得
る
も
の
な
り
」
（
『
文
録
』
五
「
書
朱
守
乾
巻
」
、
『
全
集
』
二
七
九
頁
。
五
四
才
）
つ
ま
り
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ

　
　
　
　
　
　
へ
だ

る
、
②
「
聖
愚
を
間
つ
る
こ
と
無
く
、
天
下
古
今
の
同
じ
く
す
る
所
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
轟
文
蔚
」
、
『
全
集
』
七
九
頁
。
五

五
才
）
つ
ま
り
古
今
聖
愚
を
問
わ
ず
誰
で
も
旦
ハ
わ
っ
て
い
る
、
③
「
良
知
の
無
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
太
虚
の
無
形
な
り
」
（
『
伝
習
録
』

下

「
黄

省
曽
録
」
、
『
全
集
』
↓
〇
六
頁
。
五
一
～
五
六
才
）
つ
ま
り
無
形
で
あ
る
、
④
「
良
知
は
常
に
知
る
、
如
何
ぞ
睡
熟
の
時
あ

る
か
」
（
同
上
）
つ
ま
り
寝
て
い
る
と
き
で
も
作
用
で
き
る
状
態
で
い
る
、
⑤
変
化
し
な
い
ま
た
は
動
か
な
い
で
い
る
二
気
」
の
「
静
」

の

側

面
）
、
⑥
自
然
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
に
も
具
わ
っ
て
い
る
、
⑦
物
質
的
な
も
の
、
⑧
「
目
に
体
無
し
、
万
物
の
色
を
以
て
体

と
為
す
」
（
『
伝
習
録
』
下
「
黄
省
曽
録
」
、
『
全
集
』
一
〇
八
頁
。
五
一
～
五
六
才
）
「
知
る
こ
と
無
く
し
て
知
ら
ざ
る
こ
と
無
き
は
、

本
体
も
と
よ
り
こ
れ
か
く
の
ご
と
し
。
讐
え
ば
日
は
未
だ
嘗
て
心
有
り
て
物
を
照
さ
ず
、
而
も
自
ら
物
と
し
て
照
さ
ざ
る
こ
と
無
き
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が
ご

と
し
」
（
同
上
、
一
〇
九
頁
）
つ
ま
り
主
体
性
・
能
動
性
を
有
し
な
い
、
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

　
⑥
と
⑦
と
⑧
は
大
半
の
陽
明
学
者
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
⑥
と
⑦
は
前
節
で
の
考
察
に
よ
っ
て

得
た

陽

明
の
存
在
論
が
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
龍
場
以
後
の
陽
明
の
一
貫
し
た
考
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
⑧

も
や
は
り
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
人

間
に
お
け
る
「
良
知
」
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
、

　
　
蓋
吾
之

耳
而

非
良
知
、
則
不
能
以
聴
　
、
又
何
有
於
聡
。
目
而
非
良
知
、
則
不
能
以
視
、
又
何
有
於
明
。
心
而
非
良
知
、
則
不

　
　
能
以
思
與
覚

　
、
又
何
有
於
叡
知
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
録
』
三
「
答
南
元
善
」
、
『
全
集
』
二
一
一
頁
。
五
五
才
）

と
あ
る
。
「
聴
」
「
視
」
「
思
」
「
知
覚
」
は
、
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
で
あ
り
、
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
と
し
て
の
「
良
知
」
の
発

用
で
あ
る
・
「
耳
に
し
て
良
知
に
あ
争
ん
ば
司
ち
以
て
聴
く
・
と
能
わ
ず
；
ま
・
耳
三
良
知
・
が
な
け
れ
ば
聞
・
・
と
が
エ

で

き
な
い
と
い
う
表
現
と
「
良
知
」
の
諸
特
徴
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
人
間
に
お
け
る
「
良
知
」
は
人
間
の
固
有
の
属
性
と
し
て

の

能
力
・
機
能
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
る
と
、
「
聴
」
「
視
」
「
知
覚
」
「
思
」
は
そ
の
能
力
．
機
能
の
具
体
的
な
作
用

　
（
「
良
知
」
の
発
用
）
だ
と
理
解
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
解
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
固
有
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
は
「
善
悪
」
と
関
係
し
な
い
か
ら
、
「
無
善
無
悪
」
と

い

う
の
は
当
然
で
あ
っ
て
問
題
に
な
る
こ
と
が
な
か
ろ
う
。
人
間
に
お
い
て
こ
の
属
性
が
な
け
れ
ば
生
命
維
持
で
き
な
い
と
い
う
観

点
か

ら
言
え
ば
、
人
間
に
と
っ
て
「
良
知
」
は
「
至
善
」
で
あ
る
。

　
そ
れ
で

は
、
「
有
善
有
悪
意
之
動
」
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
「
良
知
」
と
「
意
」
の
関
係
に
つ
い
て
、

　
　
其
虚
霊

明
覚
之
良
知
、
応
感
而
動
者
謂
之
意
。
有
知
而
後
有
意
、
無
知
則
無
意
実
。
知
非
意
之
体
乎
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
伝
習
録
』
中
「
答
顧
東
橋
書
」
、
『
全
集
』
四
七
頁
。
五
四
才
）

と
陽
明
は
い
う
。
「
良
知
」
が
外
界
か
ら
の
刺
激
を
受
け
て
そ
の
刺
激
に
反
応
す
る
も
の
が
「
意
」
で
あ
る
。
「
良
知
」
は
「
体
」
で
、

「
意
」
は
「
良
知
」
の
「
用
」
で
あ
る
。
「
気
」
の
「
動
静
」
の
側
面
で
言
え
ば
、
「
良
知
」
は
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
で
、
「
意
」

は

「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
で
あ
る
。

　
「
七

情
は

そ

の

自
然
の
流
行
に
順
え
ば
、
皆
こ
れ
良
知
の
用
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
下
「
黄
省
曽
録
」
、
『
全
集
』
一
一
↓
頁
。
五
一

～
五
六
才
）
「
思
は
こ
れ
良
知
の
発
用
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
欧
陽
崇
一
」
、
『
全
集
』
七
二
頁
。
五
五
才
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
情
」

「
思
」
は
「
良
知
」
の
「
用
」
（
発
用
）
で
あ
る
が
、
前
述
の
引
用
文
の
「
心
に
し
て
良
知
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
以
て
思
と
覚
に

能
わ
ず
」
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
「
知
覚
」
も
「
良
知
」
の
発
用
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
、
「
良
知
」
の
発
用
と
し
て
の
「
意
」

は

「
思
」
「
情
」
「
知
覚
」
と
い
う
具
体
的
な
内
容
を
有
す
る
。
「
意
」
は
ま
た
「
心
」
と
も
称
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
「
知
覚
」
は
「
耳
目
の
視
聴
を
知
り
、
手
足
の
痛
壌
を
知
る
が
ご
と
き
、
こ
の
知
覚
は
す
な
わ
ち
こ
れ
心
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
下

「
黄
以
方
録
」
、
『
全
集
』
↓
二
一
頁
。
発
言
年
次
は
不
明
）
と
い
う
よ
う
に
、
感
覚
だ
と
理
解
で
き
る
。
感
覚
は
「
善
悪
」
と
関
係

し
な
い
。
し
か
し
、
「
思
」
と
「
情
」
は
厄
介
な
も
の
で
あ
る
。
「
良
知
」
の
発
用
と
し
て
の
「
思
」
「
情
」
は
自
然
的
な
も
の
で
あ

っ

て

「
善
」
で
あ
る
が
、
「
私
意
」
が
介
入
し
た
「
思
」
、
ま
た
は
「
情
」
に
お
い
て
執
着
す
れ
ば
、
「
悪
」
と
な
る
。

　
つ

ま
り
、
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
と
し
て
の
「
意
」
に
お
い
て
は
、
「
善
」
を
な
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
「
悪
」
を
な
す
こ
と
も

で

き
る
。
「
有
善
有
悪
意
之
動
」
は
か
か
る
意
味
を
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以

下
で
は
晩
年
よ
り
以
前
の
「
心
」
「
意
」
に
つ
い
て
の
陽
明
の
考
え
を
考
察
す
る
。

　
「
所
謂

汝
の

心

は
、
却
つ
て
こ
れ
そ
の
能
く
視
聴
言
動
す
る
も
の
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
三
六
頁
）
「
心
に
あ
ら
ず
ん
ば

一
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安
ん

ぞ
視
聴
言
動

せ
ん

や
」
（
『
伝
習
録
』
下
「
陳
九
川
録
」
、
『
全
集
』
九
一
頁
。
四
四
才
）
と
陽
明
は
い
う
。
「
心
」
が
身
体
を
「
視

聴
三
口
動
」
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
身
体
を
「
主
宰
」
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
「
主
宰
」
は
即
ち
「
心
の
本
体
」
で
あ
る
が
、
単

に

「
心
」
と
も
称
す
る
。
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
で
あ
り
な
が
ら
身
体
を
「
視
聴
言
動
」
さ
せ
る
「
主
宰
」
（
「
心
」
）
は
即
ち
人
間

の

固
有
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
陽
明
は
「
性
」
「
理
」
「
天
理
」
と
も
し
て
い
る
。

　

「
身
の
主
宰
は
す
な
わ
ち
こ
れ
心
、
心
の
発
す
る
所
は
す
な
わ
ち
こ
れ
意
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、

「
意
」
は
「
心
」
の
発
用
つ
ま
り
能
力
・
機
能
の
具
体
的
な
作
用
で
あ
る
。
「
意
」
の
内
容
は
、

　
　
喜
怒

哀
楽
之
與
思
與
知
覚
、
皆
心
之
所
発
。
　
　
　
　
　
（
『
文
録
』
一
「
答
注
石
潭
内
翰
」
、
『
全
集
』
一
四
六
頁
。
四
〇
才
）

と
い
う
文
か
ら
伺
え
る
。
つ
ま
り
「
思
」
「
情
」
「
知
覚
」
で
あ
る
。

　

「

心
」
は
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
で
あ
る
か
ら
、
「
心
」
の
発
用
と
し
て
の
「
意
」
は
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
に
な
る
。
す

る
と
、
「
心
」
は
「
体
」
で
、
「
意
」
は
「
用
」
で
あ
る
。
「
体
用
は
一
源
な
り
」
（
同
上
）
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
「
思
」
「
情
」

「
知

覚
」
は
「
意
」
で
あ
り
な
が
ら
「
心
」
で
も
あ
る
。
「
こ
の
心
は
私
欲
の
蔽
無
く
ん
ば
、
即
ち
こ
れ
天
理
」
（
『
伝
習
録
』
上
、

『
全

集
』
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
私
欲
」
の
介
入
が
な
け
れ
ば
、
「
善
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

　
　
無
善
無
悪
者
理
之
静
、
有
善
有
悪
者
気
之
動
、
不
動
於
気
、
即
無
善
無
悪
、
是
謂
至
善
。
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
二
九
頁
）

と
陽
明
は
い
う
。
「
理
」
は
「
心
の
本
体
」
と
し
て
の
「
心
」
で
、
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
だ
か
ら
、
「
理
の
静
」
と
い
い
、
「
意
」

は

「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
だ
か
ら
、
「
気
の
動
」
と
い
う
。
「
気
に
動
か
ず
ん
ば
」
つ
ま
り
「
私
意
」
「
私
欲
」
が
介
入
し
な
け
れ

ば
、
「
善
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
以
上

の

考
察
に

よ
っ
て
、
晩
年
の
陽
明
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
じ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
良
知
」
と
「
主
宰
」
は
と
も
に
「
心
の
本
体
」
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で

あ
り
、
「
不
動
」
「
不
易
」
「
常
定
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
身
体
を
「
視
聴
言
動
」
さ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
言
え
ば
身
体

の

器

官
に
働
き
か
け
る
と
い
う
動
的
な
面
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
全
く
動
か
な
い
も
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
、
能
力
・
機
能
は
そ
れ

自
体
変
化
し
な
い
本
質
的
な
存
在
と
し
て
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
「
知
」
と
「
良
知
」

　
「
気
」
の
「
静
」
の
側
面
と
し
て
の
「
心
の
本
体
」
を
「
良
知
」
と
称
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
晩
年
の
陽
明
に
お
い
て
は
、
「
知
覚
」

と
し
て
の
「
知
」
を
も
「
良
知
」
と
称
す
る
傾
向
が
あ
る
。

陽
明
は
孟
子
の
「
・
疋
非
の
心
は
、
知
な
り
」
を
再
又
け
て
「
良
知
」
を
「
・
疋
非
の
ぶ
・
す
る
．
そ
し
て
彼
は
「
是
非
の
少
を
、
孫

　
　
不

知
吾
身
之
疾
痛
、
無
是
非
之
心
者
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
轟
文
蔚
」
、
『
全
集
』
七
九
頁
。
五
五
才
）

と
い
う
よ
う
に
、
感
覚
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
知
」
は
即
ち
「
知
覚
」
で
あ
り
、
「
良
知
」
の
「
用
」
と
し
て
「
気
」
の

「
動
」
の
側
面
に
属
す
る
が
、
「
良
知
」
と
も
称
す
る
。

　
「
意
」
の
内
容
と
し
て
の
「
思
」
「
情
」
「
知
覚
」
は
本
来
と
も
に
「
良
知
」
の
発
用
で
あ
る
か
ら
、
と
も
に
「
善
」
な
る
も
の
で

あ
っ
て
、
と
も
に
「
良
知
」
と
も
称
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、
陽
明
は
「
知
」
（
「
知
覚
」
）
だ
け
を
「
良
知
」
と
称
し

て

い
る
。

　
「
知
」
（
「
知
覚
」
）
は
感
覚
で
あ
る
が
、
こ
の
感
覚
は
自
身
の
痛
み
や
痒
み
を
感
覚
し
外
物
の
存
在
を
感
知
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
思
」
「
情
」
に
「
私
意
」
や
「
私
欲
」
が
介
入
し
て
い
る
か
否
か
を
察
知
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
「
思
」
「
情
」
は
「
知
」



の

感

覚
対
象
で
あ
る
。
「
知
」
は
単
な
る
感
覚
で
あ
っ
て
、
「
私
意
」
「
私
欲
」
の
介
入
す
る
余
地
は
な
い
か
ら
「
善
」
そ
の
も
の
で

あ
っ
て
、
「
良
知
」
と
称
し
得
る
が
、
「
思
」
「
情
」
は
「
私
意
」
「
私
欲
」
が
介
入
す
れ
ば
「
悪
」
と
な
る
と
い
う
厄
介
な
も
の
で
あ

っ

て
、
こ
れ
が
「
良
知
」
と
称
し
な
い
所
以
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
意

與
良
知
當
分
別
明
白
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
録
』
三
「
答
魏
師
説
」
、
『
全
集
』
二
一
七
頁
。
五
六
才
）

と
陽
明
は
い
う
。
こ
の
発
言
に
は
「
思
」
「
情
」
へ
の
警
戒
心
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

　
で

は
、
「
知
覚
」
が
単
に
感
覚
で
あ
る
な
ら
ば
、
認
識
は
ど
の
部
分
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
晩
年
の
陽

明
の
発
言
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
明
確
な
説
明
は
な
い
が
、
そ
れ
は

　
　
惟

是
好
好
色
、
悪
悪
臭
、
則
皆
是
発
於
真
心
、
自
求
快
足
、
曾
無
繊
假
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
録
』
二
「
與
黄
勉
之
」
、
『
全
集
』
一
九
五
頁
。
五
三
才
）

と
い
う
文
か
ら
推
測
で
き
る
。
「
好
色
」
「
悪
臭
」
を
感
覚
す
る
の
が
「
知
覚
」
と
す
れ
ば
、
「
好
悪
」
は
そ
の
感
覚
に
応
じ
て
の
自

然
な
反
応
で
あ
る
。
こ
の
反
応
は
物
事
を
識
別
す
る
と
い
う
意
味
で
認
識
だ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
好
悪
」
が
認
識

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
喜
怒
哀
楽
愛
悪
欲
、
こ
れ
を
七
情
と
謂
う
」
（
『
伝
習
録
』
下
「
黄
省
曽
録
」
、
『
全
集
』
　
一
一
頁
。

五
一
～
五
六
才
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
情
」
に
は
「
悪
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
情
」
と
し
て
の
「
悪
」
は
「
善
悪
」
の
「
悪
」

で
は

な

く
、
「
好
悪
」
の
「
悪
」
と
理
解
し
た
ほ
う
が
落
ち
着
き
が
よ
い
。
す
る
と
、
「
情
」
の
部
分
で
認
識
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
「
私
欲
」
「
私
意
」
の
介
入
が
な
け
れ
ば
、
「
良
知
」
の
発
用
と
し
て
の
「
情
」
は
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
を
行
い
得
る
の
で

あ
る
。

　
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
は
、
身
体
の
外
物
に
対
す
る
正
直
な
反
応
で
あ
る
か
ら
、
万
人
共
通
的
な
認
識
だ
と
陽
明
は
考
え
て
い
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た

よ
う
で
あ
る
。

　
　
世
之
君
子
惟
致
其
良
知
、
則
自
能
公
是
非
、
同
好
悪
。
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
最
文
蔚
」
、
『
全
集
』
七
九
頁
。
五
五
才
）

と
彼
は
い
う
。
こ
こ
の
「
是
非
」
と
「
好
悪
」
は
つ
ま
り
、
感
覚
と
認
識
で
あ
る
。
「
致
良
知
」
は
即
ち
「
私
意
」
「
私
欲
」
を
排
除

す

る
こ
と
で
あ
る
。
「
私
意
」
「
私
欲
」
を
排
除
す
れ
ば
、
「
則
ち
自
ら
能
く
是
非
を
公
に
し
、
好
悪
を
同
じ
く
す
」
つ
ま
り
、
自
然

に

感
覚
を
並
日
遍
的
な
も
の
に
し
認
識
を
共
通
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
の
認
識
は
、
現
代
の
言
い
方
で
言
え
ば
即
ち
客

観
的
な
認
識
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
陽
明
は
ま
た
、
こ
の
客
観
的
な
認
識
（
知
識
）
を
も
「
知
」
「
理
」
「
天
理
」
「
良
知
」
と
称
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
知
」
は
感

覚
及
び
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
を
意
味
し
、
感
覚
及
び
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
は
と
も
に
人
間
固
有
の
属
性
と
し
て
の
能
力
・

機
能
（
「
良
知
」
）
に
従
っ
て
の
働
き
で
あ
っ
て
「
善
」
で
あ
り
、
「
善
」
な
る
も
の
は
即
ち
「
天
理
」
で
あ
っ
て
「
良
知
」
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
下

で
は

早

期
の
陽
明
の
「
知
」
論
を
考
察
す
る
。

　
江
西

で

四

年
間
二
五
一
四
～
一
八
）
陽
明
に
従
学
し
て
い
た
蒔
侃
は
「
身
の
主
は
心
、
心
の
霊
明
は
こ
れ
知
、
知
の
発
動
は
こ

れ

意
、
意
の
着
す
る
所
は
物
、
こ
れ
か
く
の
ご
と
き
や
否
や
」
と
陽
明
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
陽
明
は
「
亦
た
是
な
り
」
と
答
え
た
（
『
伝

習
録
』
上
、
『
全
集
』
二
四
頁
）
。
こ
の
「
亦
た
是
な
り
」
は
「
身
の
主
宰
は
す
な
わ
ち
こ
れ
心
、
心
の
発
す
る
所
は
す
な
わ
ち
こ
れ

意
」
を
念
頭
に
置
い
て
の
答
え
だ
と
推
測
で
き
る
。
「
知
は
こ
れ
心
の
本
体
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
六
頁
）
と
も
い
う
よ
う
に
、

「
知
」
は
即
ち
「
心
」
で
あ
る
。
「
心
の
霊
明
は
こ
れ
知
、
知
の
発
動
は
こ
れ
意
」
は
陽
明
晩
年
に
い
う
「
そ
の
虚
霊
明
覚
の
良
知

の
、
感
に
応
じ
て
動
く
も
の
が
こ
れ
を
意
と
謂
う
」
の
原
形
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
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目
視
耳
聴
皆
在
此
、
安
有
認
不
真
的
道
理
。
是
非
之
心
人
皆
有
之
、
不
假
外
求
。
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
二
七
頁
）

と
い
う
文
を
見
れ
ば
、
「
是
非
の
心
」
は
「
目
視
耳
聴
」
を
指
し
、
即
ち
感
覚
を
意
味
す
る
も
の
で
、
「
心
の
本
体
」
と
し
て
の
「
知
」

の

発
用
の
「
知
」
（
「
知
覚
」
）
だ
と
理
解
で
き
る
。
早
期
に
お
い
て
も
「
是
非
の
心
」
を
感
覚
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　
感
覚

と
認
識
の
関
係
は

　
　
説

如
悪
悪
臭
、
如
好
好
色
。
見
好
色
属
知
、
好
好
色
属
行
。
ロ
ハ
見
那
好
色
時
已
自
好
了
、
不
是
見
了
後
又
立
個
心
去
好
。
聞
悪

　
　
臭
属
知
、
悪
悪
臭
属
行
。
ロ
ハ
聞
那
悪
臭
時
已
自
悪
了
、
不
是
聞
了
後
別
立
個
心
去
悪
。
…
。
不
曾
有
私
意
隔
断
的
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
四
頁
）

と
い
う
文
が
示
し
て
い
る
。
「
好
色
」
「
悪
臭
」
を
感
覚
す
る
こ
と
は
「
知
」
、
「
好
色
を
好
む
」
「
悪
臭
を
悪
む
」
つ
ま
り
感
覚
に
基

づ

い

て

の

自
然
な
反
応
は
「
行
」
。
「
行
」
は
即
ち
「
好
悪
」
と
考
え
ら
れ
る
。
「
好
悪
」
は
事
物
を
識
別
す
る
心
的
活
動
で
あ
る
か

ら
、
事
物
を
認
識
す
る
こ
と
に
当
た
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
好
悪
」
は
「
曾
て
私
意
の
隔
断
あ
ら
ざ
る
も
の
な
り
」

つ

ま
り
「
私
意
」
の
介
入
が
な
い
も
の
で
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
で
あ
る
。
「
知
」
は
感
覚
で
、
「
好
悪
」
は
認
識
で
あ
る
。
こ

の

文
の

い

う
「
知
行
合
一
」
は
、
感
覚
と
認
識
は
同
時
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
同
時
に
認
識
は
感
覚
に
基
づ

く
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
心
に
「
私
欲
」
「
私
意
」
が
な
け
れ
ば
即
ち
「
天
理
」
で
あ
る
か
ら
、
感
覚
に
基

づ

い

て

の

認
識
は

「
私

意
」
の
介
入
が
な
く
「
善
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
「
天
理
」
で
あ
り
「
知
」
で
も
あ
る
。

　

「
知
」
は
、
上
文
で
は
外
物
を
感
知
す
る
一
面
を
示
し
て
い
る
が
、
省
略
し
た
「
ま
た
痛
を
知
る
が
ご
と
き
、
必
ず
已
に
自
ら
痛

ん

で

ま
さ
に
痛
を
知
る
」
（
同
上
）
の
部
分
は
人
間
自
身
の
痒
み
や
痛
み
を
感
覚
す
る
一
面
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
人

若

真
実
切
己
用
功
不
已
、
則
於
此
心
天
理
之
精
微
日
見
一
日
、
私
欲
之
細
微
亦
日
見
一
日
。
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（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
二
〇
頁
）

と
い
う
文
を
見
れ
ば
、
「
心
」
は
「
私
欲
」
を
察
知
す
る
能
力
が
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
「
心
」
は
即
ち
「
知
」
で
あ
る
か
ら
、
「
知
」

は

「
私
欲
」
を
察
知
で
き
る
一
面
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
意
」
の
内
容
と
し
て
の
「
思
」
「
情
」
「
知
覚
」
の
中
、

　
　
大
抵
七
情
所
感
、
多
只
是
過
、
少
不
及
者
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
一
七
頁
）

　
　
又

有
一
種
人
　
　
蕩
蕩
空
去
思
索
、
全
不
肯
着
実
躬
行
、
也
只
是
個
端
摸
影
響
。
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
四
頁
）

の

二
文

を
見
れ
ば
、
「
思
」
と
「
情
」
を
厄
介
な
も
の
と
し
て
陽
明
が
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

「
思
」
「
情
」
に
お
い
て
背
理
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
「
知
」
は
そ
れ
を
察
知
で
き
る
、
と
い
う
考
え
は
晩
年
の
陽
明
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
上
述
の
考
察
に
よ
っ
て
、
早
期
の
「
知
」
と
晩
年
の
「
良
知
」
は
同
じ
内
容
を
有
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
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四
、
「
善
悪
」
と
「
良
知
」

　
悪

と
言
え
ば
、
直
ち
に
非
道
徳
行
為
を
指
す
と
考
え
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
非
道
徳
行
為
は
悪
で
あ
る
こ
と

は
間

違
い
な
い
が
、
し
か
し
、
何
を
基
準
に
道
徳
非
道
徳
つ
ま
り
善
悪
を
決
め
る
の
か
と
い
う
の
が
大
問
題
で
あ
る
。
大
半
の
陽
明

学
者

は
、
陽
明
は
「
良
知
」
を
基
準
と
し
、
「
良
知
」
は
天
か
ら
人
心
に
賦
与
し
た
「
天
理
」
つ
ま
り
宇
宙
の
根
本
原
則
で
、
「
良
知
」

を
基
準
に
世
の
是
非
善
悪
を
判
断
す
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
上
で
見
た
ご
と
く
、
「
天
理
」
概
念
は
、
人
間
固
有
の
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
、
そ



の

能

力
・
機
能
の
具
体
的
な
作
用
と
し
て
の
感
覚
や
思
惟
や
感
情
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
宇
宙
の
根

本
原
則
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
用
い
る
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
で
は
、
陽
明
の
い
う
「
善
悪
」
と
は
何
か
。

　
上

で

考
察
し
た
よ
う
に
、
「
私
欲
」
「
私
意
」
が
「
思
」
「
情
」
に
介
入
す
る
こ
と
を
陽
明
が
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

陽

明
に
お
い
て
は
「
私
意
」
や
「
私
欲
」
は
つ
ま
り
「
欲
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
「
欲
」
は
現
在
い
う
欲
望
と
は
多
少
意

味
が
異
な
る
。

　
　
故
循

理
之
謂

静
、
従
欲
之
謂
動
。
欲
也
者
、
非
必
声
色
貨
利
外
誘
也
、
有
心
之
私
皆
欲
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
文
録
』
二
「
答
倫
彦
式
」
、
『
全
集
』
一
八
二
頁
。
五
〇
才
）

と
陽
明
は
い
う
。
「
欲
」
は
必
ず
し
も
「
声
色
貨
利
外
誘
」
を
指
す
の
で
は
な
い
。
「
心
の
私
」
が
あ
れ
ば
皆
「
欲
」
で
あ
る
。
「
欲
」

に

従

う
こ
と
を
「
動
」
と
い
う
。
「
心
の
本
体
は
も
と
こ
れ
動
か
ざ
る
も
の
、
只
だ
行
う
所
の
義
に
合
わ
ざ
る
こ
と
あ
る
た
め
に
、

す

な
わ
ち
動
く
の
み
」
（
『
伝
習
録
』
下
「
黄
省
曾
録
」
、
『
全
集
』
一
〇
七
頁
。
五
一
～
五
六
才
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
行
う
所
の
義

に
合
わ
ざ
る
こ
と
あ
る
」
が
「
動
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

「
義
」
に
つ
い
て
、

　
　

義
者
宜
也
。
心
得
其
宜
之
謂
義
。
能
致
良
知
、
則
心
得
其
宜
奏
。
…
無
非
是
致
其
良
知
、
以
求
自
懐
而
已
。
…
。
大
学
言
誠
其

　
　
意

者
、
如
悪
悪
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
懐
。
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
欧
陽
崇
一
」
、
『
全
集
』
七
三
頁
。
五
五
才
）

と
陽
明
は
い
う
。
「
致
良
知
」
は
「
自
懐
」
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
「
義
」
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
「
自
懐
」
は
「
悪
臭
を
悪
み
、
好

色
を
好
む
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
上
述
の
、
「
致
良
知
」
を
す
れ
ば
「
則
ち
自
ら
能
く
是
非
を
公
に
し
、
好
悪
を
同
じ
く
す
」
と
合
わ

せ
て

考

え
れ
ば
、
「
義
」
は
即
ち
客
観
的
な
認
識
（
知
識
）
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
す
る
と
、
「
行
う
所
の
義
に
合
わ
ざ
る
こ
と
あ
る
」
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は

つ

ま
り
、
客
観
的
な
認
識
（
知
識
）
に
合
わ
な
い
行
為
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
客
観
的
な
認
識
に
合
わ
な
い
行
為
（
心
的

活
動

を
含
む
）
は
「
欲
」
「
心
の
私
」
に
従
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
「
心
の
私
」
は
つ
ま
り
恣
意
、
憶
測
の
こ

と
だ
と
理
解
で
き
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
動
静
」
と
「
気
」
の
「
動
静
」
は
異
な
る
。
「
気
」
の
「
動
静
」
は
「
体
用
」
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
体
」
は
「
静
」

で
、
「
用
」
は
「
動
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
動
静
」
は

　
　
理
無

動

者
、
動
即
為
欲
。
循
理
則
錐
酬
酢
万
変
而
未
嘗
動
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
陸
原
静
書
」
二
、
『
全
集
』
六
四
頁
。
五
三
才
以
後
）

と
い
う
よ
う
に
、
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面
に
お
い
て
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
体
」
の
発
用
で
あ
る
な
ら
ば
「
静
」
、
つ
ま
り
「
動
」

で

あ
り
な
が
ら
「
動
」
と
せ
ず
、
「
私
欲
」
の
介
入
が
あ
れ
ば
「
動
」
と
す
る
。
だ
か
ら
、
客
観
的
な
認
識
に
基
づ
く
こ
と
は
「
循

理
」
で
あ
っ
て
「
静
」
で
あ
り
、
恣
意
や
憶
測
に
従
う
こ
と
は
「
従
欲
」
で
あ
っ
て
「
動
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
客
観
的
な
認
識
に

基
づ

く
こ
と
は
「
善
」
で
あ
り
、
恣
意
や
憶
測
に
従
う
こ
と
は
「
悪
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
陽
明
の
「
善
悪
」
論
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。　

だ
か

ら
、
「
天
理
」
は
、
天
が
賦
与
し
た
宇
宙
の
根
本
原
理
・
原
則
で
は
な
く
、
人
間
が
自
ら
の
、
生
ま
れ
つ
き
の
自
然
属
性
と
し

て

の

感
覚

や

認
識
の

能

力
を
発
揮
し
て
得
た
外
界
に
関
す
る
認
識
で
あ
る
。
こ
の
認
識
を
万
人
共
通
の
認
識
と
し
て
「
善
悪
」
の
基

準
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
善
悪
」
の
判
断
は
直
感
的
な
も
の
で
は
な
い
し
、
こ
の
判
断
能
力
つ
ま
り
理
性
は
肉
体
と
共

に

生

死
す

る
も
の
で
あ
っ
て
受
動
的
理
性
で
あ
る
。

　

「
良
知
」
は
「
天
理
」
「
理
」
と
同
義
、
「
循
理
」
は
即
ち
「
致
良
知
」
で
あ
る
。
「
致
良
知
」
は
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
を
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獲
得
す
る
、
こ
の
認
識
を
基
準
に
「
善
悪
」
を
判
断
す
る
、
ま
た
こ
の
認
識
を
規
範
と
し
て
行
動
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

陽
明
は
、
晩
年
に
お
い
て
も
「
格
物
」
「
致
知
」
「
誠
意
」
「
正
心
」
「
循
理
」
「
致
良
知
」
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
以
上
の
三
つ
に
出
る
こ
と
が
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
格
物
」
「
致
知
」
「
誠
意
」
「
正
心
」
「
循
理
」
「
致
良
知
」

は

す

べ
て

同
義
語
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次

に
、
陽
明
早
期
の
「
善
悪
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
考
察
す
る
。

　

「

思
」
「
情
」
に
お
い
て
「
私
欲
」
「
私
意
」
が
介
入
し
て
い
る
か
否
か
は
「
知
」
が
察
知
で
き
る
。
「
私
欲
」
「
私
意
」
の
介
入
が

な
け
れ
ば
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
人
欲
を
去
り
得
ば
、
す
な
わ
ち
天
理
を
識
る
」
（
『
伝
習
録
』
上
、

『
全

集
』
二
三
頁
）
と
陽
明
は
い
う
。
だ
か
ら
、
「
天
理
」
「
理
」
は
ま
た
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
で
も
あ
る
。

　

「
好

悪
」
に
お
い
て
「
私
意
」
が
介
入
し
な
け
れ
ば
、
即
ち
「
循
理
」
で
あ
る
。

　
　
ロ
ハ
在
汝
心
循
理
便
是
善
、
動
気
便
是
悪
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
二
九
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
「
循
理
」
は
即
ち
「
善
」
、
「
動
気
」
つ
ま
り
「
私
意
」
の
介
入
は
即
ち
「
悪
」
で
あ
る
。
こ
の
「
循
理
」
は
つ
ま

り
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
に
従
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

「
誠
意
は

只
だ

こ
れ
天
理
に
循
う
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
三
〇
頁
）
「
然
れ
ど
も
常
人
に
な
り
て
は
私
意
の
障
擬
無
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

能
わ

ず
、
ゆ
え
に
須
く
致
知
格
物
の
功
を
用
い
、
私
に
勝
ち
理
に
復
る
べ
し
。
…
。
知
致
れ
ば
則
ち
意
誠
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
上
、

『
全

集
』
六
頁
）
と
い
っ
た
文
を
見
れ
ば
、
「
循
理
」
「
格
物
」
「
致
知
」
「
誠
意
」
は
実
際
同
じ
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
を
獲
得
す
る
、
こ
の
認
識
を
基
準
に
「
善
悪
」
を
判
断
す
る
、
ま
た
こ
の
認
識
を
規
範
と
し
て
行
動
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す
る
、
と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る
。

　
早

期
の
「
致
知
」
と
晩
年
の
「
致
良
知
」
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
早
期
に
お
い
て
は
、
「
心
」
を
「
心

の

本
体
」
と
し
た
が
故
に
、
「
正
心
」
に
つ
い
て
説
明
し
に
く
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
正
心
と
は
只
だ
こ
れ
誠
意
の
工
夫
の
裏
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

し
て
自
家
の
心
体
を
体
當
す
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
三
四
頁
）
「
正
心
と
は
、
そ
の
体
に
復
る
な
り
」
（
「
大
学
古
本
序
」
、
『
全

集
』
二
四
三
頁
。
四
七
才
）
と
陽
明
は
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
晩
年
に
お
い
て
は
、
「
良
知
」
を
「
心
の
本
体
」
と
し

た
が
故
に
、
「
心
」
と
「
意
」
は
同
｝
の
も
の
に
な
っ
て
、
「
時
に
随
ひ
事
に
就
く
の
上
に
そ
の
良
知
を
致
せ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
こ
ノ
　
　
い
ひ
つ
　
こ
　
が

物
、
著
実
に
良
知
を
致
し
去
け
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
誠
意
。
著
実
に
そ
の
良
知
を
致
し
て
而
も
一
毫
の
意
必
固
我
無
く
ん
ば
、
す
な

わ

ち
こ
れ
正
心
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
竈
文
蔚
」
、
『
全
集
』
八
三
頁
。
五
七
才
）
と
い
う
よ
う
な
、
「
正
心
」
は
即
ち
「
誠
意
」

と
も
読
み
取
れ
る
す
っ
き
り
し
た
説
明
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
「
一
毫
の
意
必
固
我
無
き
」
は
即
ち
「
そ
の
体
に
復
る
」
で
あ
ろ
う
。

五
、
自
然
界
に
お
け
る
万
物
の
「
良
知
」

　
以
上

の

四

節
で
は
人
間
に
お
け
る
「
良
知
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
節
で
の
考
察
に
よ
っ
て
自
然
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物

は

「
良
知
」
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
物
の
「
良
知
」
は
人
間
の
「
良
知
」
と
同
一
の
も
の
で
は
な

い

の

が

自
明
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
ら
の
物
の
「
良
知
」
と
は
何
か
。

　

『
伝

習
録
』
に
は
次
の
会
話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
問
日
「
未
発
未
嘗
不
和
、
已
発
未
嘗
不
中
。
讐
如
鐘
声
、
未
叩
不
可
謂
無
、
既
叩
不
可
謂
有
、
畢
寛
有
個
叩
與
不
叩
、
何
如
」
。
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先
生
日
「
未
叩
時
原
是
驚
天
動
地
、
既
叩
時
也
只
是
寂
天
莫
地
」
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
伝
習
録
』
下
、
『
全
集
』
一
一
五
頁
）

「
驚
天
動

地
」
の
音
は
「
動
」
、
「
寂
天
莫
地
」
は
「
静
」
。
「
若
し
静
は
以
て
そ
の
体
を
見
る
べ
く
、
動
は
以
て
そ
の
用
を
見
る
べ
し

と
説
か
ば
、
却
つ
て
妨
げ
ず
」
（
『
伝
習
録
』
上
、
『
全
集
』
三
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
寂
天
翼
地
」
は
「
体
」
で
、
「
驚
天
動
地
」

は

「
用
」
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
、
「
寂
天
真
地
」
は
鐘
の
「
体
」
で
あ
り
、
「
驚
天
動
地
」
の
音
は
鐘
の
「
用
」
で
あ

る
。
「
驚
天
動
地
」
の
音
が
鐘
の
「
用
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
驚
天
動
地
」
の
音
を
出
さ
せ
る
能
力
は
「
寂
天
実
地
」
の
鐘
の
「
体
」

で
あ
る
。

　
能

力
・
機
能
の
発
用
は
そ
の
能
力
・
機
能
に
従
っ
て
の
こ
と
つ
ま
り
「
循
理
」
で
あ
っ
て
、
能
力
．
機
能
と
そ
の
発
用
の
間
に
隔
た

り
が
な
い
か
ら
、
「
動
」
で
あ
り
な
が
ら
「
動
」
と
し
な
い
。
だ
か
ら
、
王
陽
明
は
「
未
だ
叩
か
ざ
る
時
、
も
と
こ
れ
天
を
驚
か
し

地

を
動
か
し
、
既
に
叩
く
時
、
ま
た
ロ
ハ
だ
こ
れ
天
を
寂
し
地
を
翼
す
る
な
り
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
未
叩
」
「
既
叩
」
は
、
鐘
の
能
力
・
機
能
は
外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
て
は
じ
め
て
作
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
指
し
、
鐘
の
能
力

・
機
能
は
能
動
性
・
主
体
性
を
有
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
以
上

の

鐘
に

つ
い

て

の

問
答
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
に
お
け
る
「
良
知
」
は
即
ち
、
個
々
の
物
の

そ
の

そ
れ
ぞ
れ
の

固
有
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
だ
と
理
解
で
き
よ
う
。

む
す
び
に

「
気
」
は
自
然
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
を
構
成
し
、
「
気
」
の
「
動
静
」
の
働
き
に
よ
っ
て
そ
の
個
々
の
物
が
そ
の
形
体
を
維
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持

し
一
つ
の
生
命
体
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
然
界
全
体
が
一
つ
の
生
命
体
に
な
る
。

　
　「

気
」
の
「
静
」
の
側
面
は
個
々
の
物
の
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
で
あ
り
、
「
気
」
の
「
動
」
の
側
面

は

そ
れ

ら
の
能
力
．
機
能
の
顕
現
と
し
て
の
具
体
的
な
作
用
で
あ
る
。
外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
能
力
・
機
能
が
作
用

し
、
そ
の
作
用
か
ら
そ
の
物
の
能
力
・
機
能
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
能
力
・
機
能
を
王
陽
明
は
「
良
知
」
と
称
す
る
が
、
能
力
・
機
能
に

基
づ
い

て

の

作
用
は

能

力
・
機
能
と
作
用
の
間
に
隔
た
り
が
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
作
用
を
も
「
良
知
」
と
称
す
る
。

　
能
力
．
機
能
は
、
変
化
し
な
い
本
質
的
な
も
の
と
し
て
の
「
静
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
物
体
に
働
き
か
け
て
物
体
を
作
用
さ
せ
る
と

い

う
動
的
な
面
を
有
し
、
全
く
動
か
な
い
も
の
で
は
な
い
。

　
人

間
に
お
け
る
生
命
体
を
維
持
す
る
最
も
基
本
的
な
能
力
・
機
能
は
感
覚
と
認
識
（
「
情
」
が
認
識
を
行
う
）
と
思
惟
で
あ
る
。
こ

れ
が
人

間
の
「
良
知
」
で
あ
る
。
外
界
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
覚
能
力
が
作
用
す
る
と
同
時
に
認
識
能
力
も
作
用
し
、

得
た

感
覚
に
よ
っ
て
外
界
を
認
識
す
る
。
こ
の
よ
う
な
感
覚
と
認
識
の
間
に
隔
た
り
が
な
い
か
ら
、
「
善
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
感

覚
も
認
識
も
「
良
知
」
と
称
す
る
。
し
か
し
、
習
慣
や
欲
望
な
ど
に
よ
っ
て
思
惟
や
感
情
に
お
い
て
恣
意
や
憶
測
が
生
じ
、
恣
意
や

憶
測
が
感

覚
と
認
識
の
間
に
介
入
し
て
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
（
客
観
的
な
認
識
）
が
得
ら
れ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ

が

「
悪
」
と
称
す
る
状
態
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
「
人
欲
」
と
も
称
す
る
恣
意
や
憶
測
を
克
服
す
る
戦
い
が
始
ま
る
。
こ
れ
が
「
誠
意
」
で
あ
り
「
致
良
知
」
で
あ
る
。

感

覚
が
常
に
思
惟
と
感
情
に
お
い
て
恣
意
や
憶
測
が
生
じ
て
い
る
か
否
か
を
監
督
し
、
恣
意
や
憶
測
が
生
じ
れ
ば
思
惟
に
「
致
良
知
」

を
思
わ
せ
て
そ
し
て
実
行
し
て
恣
意
や
憶
測
を
克
服
す
る
。

　
「
致

良
知
」
は
つ
ま
り
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
（
客
観
的
認
識
）
を
獲
得
す
る
、
客
観
的
認
識
を
基
準
に
「
善
悪
」
を
判
断
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す

る
、
客
観
的
認
識
を
規
範
と
し
て
行
動
す
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
龍
場
以
後
の
陽
明
に
お
い
て
は
一
貫
し
た
考
え
で
あ
り
、
そ
の
哲
学
の
核
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

通
常
言
わ

れ
て

い

る
「
良
知
」
は
、
人
間
だ
け
に
備
わ
る
、
宇
宙
の
根
本
的
原
理
・
原
則
、
直
感
的
な
是
非
善
悪
の
判
断
能
力
、
強

い

主
体

性
・
能
動
性
を
有
す
る
先
天
的
理
性
、
善
悪
を
越
え
た
絶
対
善
的
存
在
、
と
い
っ
た
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
で

は
、
な
ぜ
大
半
の
陽
明
学
者
は
そ
の
よ
う
な
「
良
知
」
認
識
を
有
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
今

後
の

課
題
と
す
る
。

注（
1
）
本
論
文
は
『
王
陽
明
全
集
』
（
全
二
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
本
論
で
は
『
全
集
』
と
略
称
す
る
）
を
基
本
資
料
と
し
て
用
い
る
。

　
　

『
伝
習
録
』
の
記
録
し
た
内
容
に
お
い
て
の
陽
明
発
言
の
年
次
と
論
学
書
簡
の
執
筆
年
次
は
、
陳
栄
捷
『
王
陽
明
伝
習
録
詳
注
集
評
』
（
台
湾
学

　
　

生
書
局
印
行
、
一
九
九
二
年
修
訂
版
）
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

巻

上
一
最
初
に
刻
印
さ
れ
た
の
は
一
五
一
八
年
、
当
時
陽
明
は
四
七
才
。
そ
の
内
容
は
陽
明
四
七
才
以
前
の
発
言
と
す
る
。

巻

中
　
「
答
顧
東
橋
書
」
は
一
五
二
五
年
（
年
譜
に
よ
る
）
。
「
啓
周
道
通
書
」
は
　
五
二
四
年
。
「
答
陸
原
静
書
」
は
、
一
は
一
五
二
四
年
、

　
　
　
二
は
一
五
二
四
年
以
降
。
「
答
欧
陽
崇
＝
は
一
五
二
六
年
（
年
譜
に
よ
る
）
。
「
答
羅
整
篭
少
宰
書
」
は
一
五
二
〇
年
（
年
譜
に
よ
る
）
。

　
　
　
「
答
晶
文
蔚
」
は
、
　
一
は
一
五
二
六
年
（
年
譜
に
よ
る
）
、
二
は
一
五
二
八
年
（
年
譜
に
よ
る
）
、
陽
明
の
絶
筆
。

巻

下
一
「
陳
九
川
録
」
は
、
一
五
一
五
年
陽
明
四
四
才
の
発
言
と
一
五
二
〇
年
陽
明
四
九
才
の
発
言
が
交
じ
っ
て
い
る
。
「
黄
省
曽
録
」
は
一
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五

二
二
～
一
五
二
七
年
間
の
発
言
。
「
黄
直
録
」
「
黄
修
易
録
」
「
黄
以
方
録
」
は
不
明
。

『
伝

習
録
』
以
外
の
「
文
録
」
や
「
続
録
」
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
の
執
筆
年
次
は
だ
い
た
い
年
号
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
に
よ
る
。

行
論
中
の
引
用
は
、
以
上
の
整
理
に
基
づ
い
て
そ
の
発
言
年
次
及
び
執
筆
年
次
を
陽
明
の
年
齢
で
注
明
す
る
。
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